
平
成
十
五
年
十
二
月
議

会
で
質
問
し
た
、
公
立

小
浜
病
院
に
設
置
す
る
三
次
救
急

並
み
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
治

療
室
お
よ
び
救
急
病
床
、
合
計
四

十
三
床
）
を
新
た
に
国
が
創
設
し

た
十
床
規
模
の
新
型
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
事
業
に
計
画
変
更
す
る
よ

う
福
井
県
当
局
が
要
請
し
て
き
て

い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
再
考

を
求
め
る
行
動
は
と
っ
た
の
か
。

ま
た
、
収
支
赤
字
分
の
県
全
額
負

担
に
つ
い
て
の
要
請
状
況
は
ど
う

な
の
か
。

十
五
床
減
の
二
十
八
床

と
要
請
あ
り
。
赤
字
分

負
担
で
は
、
当
初
の
要
望
の
確
保

に
努
め
る
。特

定
失
踪
者
問
題
の
真

相
究
明
を
求
め
る
署
名

活
動
は
。

区
長
会
と
相
談
し
、
で

き
る
だ
け
早
く
実
施
し

た
い
。

建
設
途
上
の
若
狭
西
街

道
沿
線
に
は
、
多
数
の

国
宝
所
持
の
寺
院
が
点
在
す
る
。

街
道
の
名
称
を
「
若
狭
国
宝
街
道
」

と
改
称
は
可
能
か
。

道
路
建
設
協
議
会
に
提

案
し
て
い
く
。

賛
成
、
反
対
を
問
う
つ

も
り
は
な
い
が
、
教
育

長
は
地
方
公
務
員
の
一
般
職
の
身

分
で
あ
り
な
が
ら
、
去
る
十
二
月

定
例
会
に
お
い
て
請
願
を
受
け
企
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通　告　者 

池 尾  正 彦 

山 本  益 弘 

上 野  精 一 

風 呂  繁 昭 

垣 本  正 直 

藤 田  善 平 

清 水  正 信 
深 谷  嘉 勝 

池 田  英 之 

三 木    尚 

宮 崎  治宇蔵 

下 中  雅 之 

井 上  万治郎 

石 野    保 

発　言　の　内　容 
１．平成１６年度小浜市の行政課題について 

２．公立小浜病院高度医療施設整備促進について 

３．福井県立若狭歴史民俗資料館の充実について 

４．国家を支える国語の重要性について 

１．教育行政について 

１．小浜市「業種別懇話会」について 

２．補修工事の見積りについて 

３．学生の登、下校の安全対策について 

１．若狭路博後の活性化策について問う 

２．農業問題について問う 

１．財政について 

２．中心市街地活性化 

３．教育施設充実について 

４．周年作について 

１．地域公民館の役割と課題について 

２．市営住宅の課題と宅地開発について 

３．市民本意の市町村合併実現の姿勢について 

１．米政策改革大綱を問う 

２．風水害対策を問う 

３．小浜インター周辺の都市計画を問う 

１．三位一体改革とまちづくりについて 

１．再出馬を表明された市長の決意を伺う 

１．市民参加のまちづくりについて 

２．民間活力の導入方策について 

３．地理情報システム（ＧＩＳ）の導入について 

１．原子力政策について 

２．平成１６年度当初予算案について 

３．総合運動公園の活用について 

１．地方財政への「三位一体改革」の影響について 

２．使用済核燃料中間貯蔵施設問題について 

３．小浜市の雇用創出プランについて 

４．地方公共団体の無料職業紹介事業について 

１．子供の安全対策について 

２．子育て支援について 

１．雇用問題と企業誘致について問う 

２．特養老人ホームについて問う 

３．河川（南川・北川・他）改修について 

４．「特区」について 

3月定例会の一般質問は、9日、10日
の両日行われ、14名の議員が市政各般
にわたり、一般質問を行いました。 

一般質問の原稿は、各発言議員が作成 
しています。 

一般質問発言通告一覧表 一般質問発言通告一覧表 一般質問発言通告一覧表 
（平成１６年第１回小浜市議会定例会） 

画
総
務
常
任
委
員
会
に
て
慎
重
に

審
査
し
て
い
る
中
間
貯
蔵
施
設
問

題
に
対
し
て
、
過
日
市
長
に
要
望

書
を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

議
会
制
民
主
主
義
を
否
定
し
、
経

済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

国
策
と
し
て
推
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
否
定
し
、
中
間
貯
蔵
施

設
は
も
と
よ
り
、
原
子
力
発
電
そ

の
も
の
を
悪
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
行
為
に
よ
り
、
近
隣
の

自
治
体
と
今
日
ま
で
の
長
い
歴
史

の
中
で
構
築
さ
れ
て
き
た
信
頼
関

係
を
大
き
く
失
墜
し
た
こ
と
の
責

任
は
大
で
あ
る
。
何
よ
り
も
地
方

公
務
員
法
第
三
十
六
条
の
政
治
的

行
為
の
制
限
に
抵
触
す
る
の
で
は

な
い
か
、
教
育
長
の
認
識
は
甘
す

ぎ
る
。
資
質
を
問
う
。

政
治
的
行
為
と
し
て
し

っ
か
り
と
し
た
認
識
は

も
っ
て
い
な
い
。
振
り
返
り
慎
重

に
行
動
し
反
省
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。

食
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
本
市
の
原
子
力

発
電
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す
る

考
え
を
問
う
。

共
存
、
共
栄
で
き
、
そ

の
こ
と
が
食
と
矛
盾
す

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

池尾 正彦 議員

石野 保 議員

問
①

問
①

問
②

問
②

問
③

答 答

答

答 答



教
育
文
化
懇
話
会
が
市

長
に
中
間
貯
蔵
施
設
誘

致
に
関
す
る
要
望
書
を
出
し
た
が

教
育
長
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

ど
う
考
え
る
か
。
教
育
環
境
に
不

適
切
と
い
う
事
だ
が
、
本
当
に
そ

う
思
う
の
か
、
ま
た
、
立
地
市
町

に
対
す
る
責
任
を
ど
う
考
え
る

か
。

第
一
義
的
に
は
要
望
書

を
出
す
と
こ
ろ
で
は
な

い
。
個
人
と
し
て
同
意
し
た
。
不

適
切
と
い
う
言
葉
に
違
和
感
は
な

い
。
責
任
に
つ
い
て
は
答
え
ら
れ

な
い
。

今
富
小
新
体
育
館
修
繕

工
事
見
積
も
り
額
は

二，

四
〇
〇
万
円
強
で
あ
っ
た
が

補
正
で
一，

一
六
〇
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
安
全
面
に
問
題
は
な
い

か
。
ま
た
、
落
下
物
に
対
す
る
安

全
対
策
は
万
全
で
あ
っ
た
か
。

部
分
補
修
で
大
丈
夫
で

あ
り
こ
の
金
額
と
な
っ

た
。
長
い
間
市
道
を
通
行
止
め
に

し
た
事
は
反
省
し
て
い
る
。
予
算

面
で
十
分
な
安
全
対
策
を
と
れ
な

か
っ
た
（
市
長
か
ら
今
後
は
迅
速

に
対
応
す
る
答
弁
あ
り
）

登
下
校
の
際
の
連
れ
去

り
問
題
と
そ
の
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

声
を
か
け
ら
れ
た
り
後

を
つ
け
ら
れ
る
事
案
が

増
加
し
て
い
る
。「
一
一
〇
番
の

家
」
の
実
態
調
査
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
者
の
協
力
等
を
求
め
地
域
で
安

全
確
保
を
し
て
い
く
。

若
狭
路
博
後
の
活
性
化

策
に
つ
い
て
。

幅
広
い
意
見
や
知
恵
を

お
借
り
す
る
た
め
「
い

か
そ
う
若
狭
路
博
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
盛
況
で
あ

っ
た
若
狭
路
博
の
成
果
を
生
か
し

て
、
市
の
発
展
の
た
め
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。
十
六

年
度
で
は
大
型
観
光
バ
ス
に
よ
る

誘
客
、
国
民
文
化
祭
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、
若
狭
路
博
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
事
業
等
の
取
り
組
み
が

あ
る
。

小
浜
市
水
田
農
業
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
。

地
域
営
農
体
制
の
強
化

の
た
め
認
定
農
業
者
等

の
中
核
農
家
と
集
落
営
農
を
中
心

と
し
た
組
織
、
兼
業
農
家
等
の
小

規
模
農
家
の
役
割
分
担
を
進
め
な

が
ら
取
り
組
む
。

野
菜
づ
く
り
に
つ
い

て
。

少
量
他
品
目
に
よ
る
生

産
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
場
産
野
菜
の
流
通
体
制

を
整
え
る
た
め
シ
ー
ル
等
の
利
用

も
検
討
す
る
。
消
費
者
へ
は
地
場

産
野
菜
の
普
及
啓
発
を
図
る
。

三
位
一
体
の
改
革
の
財

政
に
つ
い
て
。

国
庫
補
助
負
担
金
八，

三
〇
〇
万
円
削
減
、
地

方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
四

億
三，

九
〇
〇
万
円
削
減
、
税
源

の
一
部
移
譲
、
所
得
譲
与
税
五，

五
〇
〇
万
円
増
、
合
計
四
億
六，

七
〇
〇
万
円
減
の
中
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
影
響
な
き
よ
う
事
務
コ
ス

ト
削
減
、
定
員
適
正
化
、
基
金
の

取
り
崩
し
で
財
源
を
確
保
し
て
い

く
。
税
の
公
平
適
正
化
に
お
い
て

市
税
等
特
別
徴
収
対
策
制
度
を
創

設
し
、
市
長
自
ら
出
向
す
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て
。

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
専
門

部
会
で
進
行
。
縦
貫
線

用
地
買
収
、
物
件
移
転
交
渉
、
第

七
次
海
岸
環
境
整
備
事
業
測
量
調

査
設
計
へ
。小

浜
小
教
育
施
設
充
実

に
つ
い
て
。

規
模
面
積
の
算
定
や
取

得
方
法
を
検
討
し
、
建

設
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
生
か
し
た

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
年
内
に
契

約
予
定
。

生
産
調
整
に
か
か
る
交

付
金
周
年
作
に
つ
い
て
。

麦
基
本
額
生
産
向
上
額

二
万
二
千
円
、
市
単
独

一
万
六
千
円
、
体
制
づ
く
り
一
万

二
千
円
、
合
計
五
万
円
プ
ラ
ス
周

年
作
物
に
は
五
千
円
助
成
。
今
後

担
い
手
育
成
、
認
定
農
業
者
や
組

織
を
育
成
す
る
こ
と
が
急
務
。

地
域
公
民
館
の
役
割
と

課
題
に
つ
い
て
。

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

独
自
の
生
涯
学
習
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
職
員
の
資
質

の
向
上
と
、
地
域
の
指
導
者
育
成

に
努
め
、
青
年
層
活
動
に
対
し
て

支
援
す
る
態
勢
の
整
備
と
育
成
に

取
り
組
む
。
新
世
紀
い
き
い
き
ま

ち
・
む
ら
づ
く
り
活
動
支
援
を
三

ヵ
年
継
続
し
地
区
の
振
興
を
は
か

る
。

市
営
住
宅
の
課
題
と
住

宅
開
発
に
つ
い
て
。

高
齢
者
や
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方
に
入
居
し
て

頂
い
て
い
る
。
耐
用
年
数
超
過
住

宅
は
、
建
て
替
え
や
修
繕
を
計
画

的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
用
途
地

域
内
の
土
地
区
画
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
は
、
定
住
人
口

拡
大
の
た
め
住
宅
資
金
支
援
等
の

制
度
導
入
を
検
討
す
る
。

市
民
本
意
の
市
町
村
合

併
実
現
の
姿
勢
に
つ
い

て
。

名
田
庄
村
と
は
今
後
も

話
し
合
う
。
上
中
町
は

三
方
町
と
協
議
中
だ
が
上
中
町
の

住
民
発
議
に
つ
い
て
は
、
今
後
議

会
と
相
談
し
対
処
し
た
い
。
今
後

も
市
民
へ
十
分
説
明
を
す
る
。

米
政
策
改
革
大
綱
を
問

う
。
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上野 精一 議員

山本 益弘 議員

風呂 繁昭 議員

垣本 正直 議員

藤田 善平 議員

問
①

問
①

問
①

問
①

問
①

問
②

問
②

問
②

問
②

問
③

問
③

問
③

問
③

問
④

答 答

答 答 答 答

答 答

答 答 答

答 答


